
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００１ 項　　目　　名 総合防災対策事業費

主要な施策 総合防災対策費 ページ 26 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】危機対策係・消防防災係 0857-20-3127.20-3118

【９次総の施策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１（防００１）

【事業の概要】
　災害を未然に防ぎ、発生時の被害を最小限にくい止めるため、総合的に防災体制を整備する。ま
た、住民に対する防災意識の啓発と防災情報の提供を強化していく。
①　住民への防災情報伝達
　災害時における住民への情報伝達手段について、多種多様な方法により情報の発信を行う。
②　総合防災マップの活用
　総合防災マップを活用し、防災意識・防災体制の強化を図る。
③　災害時応援協定都市との交流
　平常時において相互応援協定締結都市と情報の共有を行い、災害時の連携強化を図る。

【事業の成果】
　・地区防災マップ印刷費助成（４地区）
　・職員参集システム、とっとり地域ぼうさいメール配信システム、被災者支援システムの運用
　・災害時応援協定都市との連携強化

【今後の課題・方向性】
　より効果的に災害対応が行えるように、随時手段等を見直していく。　　　　　　　　

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 3,950 0 

諸費

当初予算額 15,175 

補正予算額 △ 10,564 

予算流・充用額 0 

最終予算額 4,611 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 370 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,580 諸収入 0 

計 3,950 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も効果的な防災情報伝達手段を用いて、より迅速に、より多くの住民に防災情報が伝達できるように努めていく。また、住民自らが作成す
る地区防災マップのような効果的な防災意識の啓発を行っていく。前年度決算額 5,529 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００２ 項　　目　　名 自主防災活動補助金

主要な施策 総合防災対策費 ページ 26 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】危機対策係 0857-20-3127
【９次総の施策体系】3301
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１（防００２）
　　６月補正・Ｐ６（防００１）
【事業の概要】
①（一財）自治総合センターが行うコミュニティ助成事業を活用し、自主防災会、消防団等の地域
防災組織の育成、強化を図っている。
②平成２５年度から鳥取市地域コミュニティ育成支援事業に防災に係るメニューを追加し、地域防
災組織の育成、強化を図っている。
③平成２６年度から自主防災会が整備する防災資機材の整備に対して補助し、地域防災力の強化を
図っている。
【事業の成果】
①コミュニティ助成事業
　平成２４年度　３，０００千円（３件）
　平成２５年度　１，７００千円（１件）
　平成２６年度　１，７００千円（１件）
②地域コミュニティ育成支援事業
　平成２５年度　１，５９９千円（１６地区）
　平成２６年度　１，０９８千円（１１地区）
③自主防災会防災資機材整備事業
　平成２６年度　７，０８９千円（１４５団体）
【今後の課題・方向性】
　今後もコミュニティ助成事業を活用し、地域防災組織の育成、活動の充実・強化に努め
る。また、地域コミュニティ育成支援事業（平成２７年度まで）及び自主防災会防災資機
材整備事業（平成２８年度まで）の２つの制度を活用し、すべての地区で防災力向上が図
れるよう努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　*その他財源の諸収入は、コミュニティー助成金。

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 9,887 0 

諸費

当初予算額 16,600 

補正予算額 △ 6,597 

予算流・充用額 0 

最終予算額 10,003 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 371 0 

地方債 0 0 

その他 1,700 0 

一般財源 7,816 諸収入 1,700 

計 9,887 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後もコミュニティ助成事業を活用し、地域防災組織の育成、活動の充実・強化に努める。
また、地域コミュニティ育成支援事業（平成２７年度まで）及び自主防災会防災資機材整備事業（平成２８年度まで）の２つの制度を活用し、
すべての地区で防災力向上が図れるよう努める。前年度決算額 3,299 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 36,905 その他 0 

（参考） 評価
結果

老朽化している総合支所のアナログ式の防災行政無線を適切に点検・管理し、運用に支障が生じないように努めるとともに、デジタル化に向け
て整備を実施していく。前年度決算額 41,353 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,668 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 34,237 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 37,234 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】危機対策係 0857-20-3127

【９次総の施策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２（防００３）

【事業の概要】
　災害時の情報伝達手段である防災行政無線を適切に管理する。

【事業の成果】
　・防災行政無線等防災対策用通信設備の維持管理
　・防災行政無線戸別受信機の修繕・購入

【今後の課題・方向性】
　老朽化している総合支所のアナログ式の防災行政無線を適切に点検・管理し、運用に支障が生じ
ないように努めるとともに、デジタル化に向けて整備を実施していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 36,905 0 

諸費

当初予算額 37,463 

補正予算額 △ 229 

防００３ 項　　目　　名 防災行政無線維持管理費

主要な施策 総合防災対策費 ページ 26 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 23,706 その他 0 

（参考） 評価
結果

防災行政無線デジタル化に向けて、整備を実施していく。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 23,700 0 

その他 0 0 

一般財源 6 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 25,140 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】危機対策係 0857-20-3127

【９次総の施策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ６（防００２）

【事業の概要】
　防災行政無線は緊急時の重要な情報伝達手段と位置づけており、早期に鳥取市全域をデジタル化
にすることで、より一体的な情報伝達体制が構築できる。また、アナログ－デジタルの併用による
費用負担や維持費が抑制できる。

【事業の成果】
　平成２６年度　デジタル化実施設計業務を実施、屋外拡声子局設置（南隈）

【今後の課題・方向性】
　防災行政無線デジタル化に向けて、整備を実施していく。
　老朽化している総合支所の防災行政無線を、デジタル式で更新・整備していく。　　　

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 23,706 0 

諸費

当初予算額 0 

補正予算額 25,140 

防００４ 項　　目　　名 防災行政無線整備事業費

主要な施策 総合防災対策費 ページ 26 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 36 その他 0 

（参考） 評価
結果

誘致の条件や可能性などの調査・研究を行っていく。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 36 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,995 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】危機対策係 0857-20-3127

【９次総の施策体系】3301

【予算計上の経過】
　２６年度２月補正予算・Ｐ２（防００１）

【事業の概要】
　人口増と経済効果、災害対応力の向上、港湾整備の促進などを目的として、海上自衛隊分遣隊の
誘致の可能性などについて調査・研究を行う。
　また、調査・研究の一環として自衛隊との連携強化を推進するため、総合防災訓練にエアクッ
ション艇（ＬＣＡＣ）の上陸訓練を誘致する。

【事業の成果】
　平成２６年度　３６千円　調査・研究旅費（海上自衛隊呉基地）
　（翌年度繰越額　２，９５９千円　防災フェア、調査・研究旅費など）
　

【今後の課題・方向性】
　誘致の条件や可能性などの調査・研究を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 36 0 

諸費

当初予算額 0 

補正予算額 2,995 

防００５ 項　　目　　名 【政策提案】海上自衛隊分遣隊誘致研究事業費（地域住民等緊急支援のための交付金活用事業）

主要な施策 総合防災対策費 ページ 26 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００６ 項　　目　　名 鳥取消防署東町出張所移転整備事業費

主要な施策 鳥取消防署東町出張所移転整備事業費 ページ 42 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】消防防災係 0857-20-3118

【９次総の政策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２（防００４）

【事業の概要】
　鳥取県東部行政管理組合東部消防局が老朽化している鳥取消防署東町出張所（昭和４３年建築、
木造）を移転・新築するにあたり、基本実施設計及び新築工事を行う。

【事業の成果】
　平成２４年度　鳥取市土地開発公社により用地を取得
　平成２５年度　建築予定地の既存建物解体（鳥取市土地開発公社）
　　　　　　　　鳥取市土地開発公社から用地取得
　平成２６年度　東町出張所建築設計（消防局）
　平成２６～２７年度　建築工事（消防局）

【今後の課題・方向性】
　平成２８年度　新東町出張所開所
　　　　　　　　旧東町出張所解体（消防局）

一般会計

款 消防費

項 消防費

目

本年度決算額 19,856 0 

常備消防費

当初予算額 15,029 

補正予算額 4,828 

予算流・充用額 0 

最終予算額 19,857 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 19,856 諸収入 0 

計 19,856 その他 0 

（参考） 評価
結果

消防局が主体となり、建替えを行う。
前年度決算額 102,760 

－ 30 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００７ 項　　目　　名 消防団運営費（経常）

主要な施策 消防団運営費 ページ 43 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】消防防災係 0857-20-3118

【９次総の政策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ７（防００４）

【事業の概要】
　出初式・消防ポンプ操法大会の開催、団員表彰、新入団員等の被服購入、安全装備品の購入、公
務災害補償、消防ポンプ車格納庫の維持管理。
　消防団組織再編等の検討を行う。

【事業の成果】
　全団員への安全靴の配備が完了した。（平成２５、２６年）
　消防団組織再編等検討業務の委託を行った。

【今後の課題・方向性】　
　「消防団の装備の基準」の改正に伴い、必要な装備品を計画的に整備する。
　消防団組織再編等の検討結果を踏まえ、消防団活性化対策検討委員会などでさらに検討する。

　＊その他財源の諸収入は、消防団員安全装備品整備等助成事業助成金等。

一般会計

款 消防費

項 消防費

目

本年度決算額 18,667 0 

非常備消防費

当初予算額 10,155 

補正予算額 9,439 

予算流・充用額 △ 459 

最終予算額 19,135 その他財源の内訳

分担金 0 

29 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,038 0 

地方債 0 0 

その他 1,520 0 

一般財源 16,109 諸収入 1,491 

計 18,667 その他 0 

（参考） 評価
結果

消防団の活動を強化するため、装備品等を継続して整備していく。
前年度決算額 10,758 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００８ 項　　目　　名 消防ポンプ車格納庫建設事業費

主要な施策 消防施設等整備費 ページ 43 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】消防防災係 0857-20-3118

【９次総の政策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ８（防００５）

【事業の概要】
　消防ポンプ車格納庫の中には、建設から５０年近く経過して老朽化した施設、また、狭小で新型
の消防ポンプ車が格納できず、団員の待機室もない施設がある。今後の消防ポンプ車の更新に備え
るとともに待機室を併設して団員の活動を円滑にし、火災・災害の防除、被害の軽減を図ることが
できる。

【事業の成果】
・鹿野第２分団消防格納庫建設に伴う実施設計他

【今後の課題・方向性】
　平成２６年度末時点の消防ポンプ車格納庫の総数は５１棟で、建設から５０年以上経過した格納
庫は２棟、待機室のない格納庫は９棟ある。
　建設年次、待機室の有無、消防ポンプ車の更新計画を勘案し、計画的に建替えを行うとともに、
適切な管理運営を行う。　　

一般会計

款 消防費

項 消防費

目

本年度決算額 10,472 0 

消防施設費

当初予算額 0 

補正予算額 36,885 

予算流・充用額 0 

最終予算額 36,885 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 9,200 0 

その他 0 0 

一般財源 1,272 諸収入 0 

計 10,472 その他 0 

（参考） 評価
結果

建設年次等を勘案して計画的に建て替えを行うとともに、適切な管理運営を行う。
前年度決算額 12,104 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

防００９ 項　　目　　名 消防ポンプ車購入費

主要な施策 消防ポンプ等購入費 ページ 43 所　　属　　名

総務部防災調整監
危機管理課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】消防防災係 0857-20-3118

【９次総の政策体系】3301

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２３（防００６）
　　６月補正予算・Ｐ８（防００６）

【事業の概要】　
　本市消防団の消防ポンプの中には、配備から２０年以上経過して老朽化し、修繕が困難になって
いるものがある。迅速・適切な消火活動ができるよう、消防ポンプを計画的に更新し、操作性及び
消火能力を向上させ、火災による被害の軽減を図る。

【事業の成果】
・消防ポンプ車の更新：福部本部分団（平成４年度購入）、鳥取東郷分団（平成５年度購入）
・可搬消防ポンプの更新：鳥取津ノ井分団（平成４年度購入）

【今後の課題・方向性】
　平成２６年度末時点の消防ポンプ自動車及び可搬消防ポンプ積載車の総数は５３台で、購入から
２０年経過したポンプ車は１４台、積載車は５台ある。
　また、可搬消防ポンプの総数は３８台で、購入から２０年経過した可搬ポンプは１８台ある。
　購入年度や出動形態を勘案して、計画的に消防ポンプを更新するとともに、適切な管理運用を行
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 消防費

項 消防費

目

本年度決算額 42,830 0 

消防施設費

当初予算額 21,606 

補正予算額 21,310 

予算流・充用額 0 

最終予算額 42,916 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 16,800 0 

地方債 21,900 0 

その他 0 0 

一般財源 4,130 諸収入 0 

計 42,830 その他 0 

（参考） 評価
結果

購入年度や出動形態を勘案して、計画的に消防ポンプを更新するとともに、適切な管理運用行う。
前年度決算額 20,030 
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